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教員研究業績一覧（2020.4.1～ 2021.3.3）

　研究業績の種類と分類番号については，下記の表のようになっています。

Ａ 書 　 　 籍
書名・訳書名（原著者名）

（単著・共著・分担・編著・監修等）
出版社名・頁 年月日

Ｂ 研 究 論 文
論文題目・副題

（単独・共著・学術雑誌・紀要・報告書等）
誌名・巻・号・頁 年月日

Ｃ
作 品・ 演 奏・
展覧会・発表会・
競 技 会 等

発表題目（作品種別・大きさ等） 発表会名（会場） 年月日

曲　名（演奏・作曲・指揮等） 演奏会名（会場） 年月日

種　目（順位・記録等） 競技会名（会場） 年月日

発達教育学部
　安藤　則夫
 B 1   中学高校での英語教育で英語が習得出来ない訳－学生の性格型から英語教育を考える－（共著）．

安藤則夫，長谷川修治　植草学園大学研究紀要　第 13 巻　pp.5-16　2021 年 3 月 31 日

　遠藤　隆志
 B 1   Differential effects of transcranial direct current stimulation on sprint and endurance cycling. Syusaku 

SASADA, Takashi ENDOH, Tomoya ISHII, Kazuma KAWASHIMA, Shuta SATO, Akifumi HAYASHI, 
Tomoyoshi KOMIYAMA. Traslational Sports Medicine. Vol.3 (3) pp.204-212 2020

 B 2  �教員養成課程における ICT を活用した授業の実践－植草学園大学・体育科指導法における実践例－

（共著）．遠藤隆志，馬場彩果，飯島千恵子，加藤悦子　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公

務員支援センター年報　第 1 巻　pp.39-47　2020 年 8 月 31 日

　小川　　晶
 A 1  �保育・幼児教育・子ども家庭福祉辞典（共著）．中坪史典編　小川晶他中編　小川晶他　ミネルヴァ

書房　pp.258-271　2021 年 3 月 31 日

　小野　まどか
 A 1   JSCP 双書 No.4　【新訂版】教育課程論（編著）．黒川雅子，小野まどか，坂田仰　教育開発研究所 

2020 年 4 月 10 日

 B 1   臨時教育審議会の「失敗」に関する仮説の構築－委員構成に関するクラスタ分析と審議体制に関

する一次史料を用いて－（共著）．高木加奈絵，大島隆太郎，小野まどか　東京大学大学院教育学

研究科教育行政学論叢　第 40 号　pp.53-76　2020 年 10 月 31 日

　加藤　悦子
 A 1  �特別なニーズ教育の基礎と方法（共著）．植草学園大学・短期大学　特別なニーズ教育研究グルー

プ編　渡邊章，名古屋恒彦，加藤悦子他　ジアース教育新社　pp.35-37　pp.38-40　pp.62-63　
pp.94-96　pp.102-104　2021 年 2 月 18 日

　金子　功一
 A 1  �実習場面と添削例から学ぶ！保育・教育実習日誌の書き方（改訂版）（共著）．小泉裕子編著　金子

功一他 中央法規　pp.110-115　2020 年 12 月 15 日
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 B 1   友人に対する価値観と葛藤解決効力感が学習効果に及ぼす影響：動機づけ調整方略を媒介とした

影響過程の検討（共著）．金子功一，金子智栄子　植草学園大学研究紀要　第 13 巻　pp.17-25　
2021 年 3 月 31 日

 B 2  �学生が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学ぶためのビオトープ活用の意義：附属園のビ

オトープ作り（共著）．植草一世 , 金子功一，横田耕明，植草泰憲，松原敬子，栗原ひとみ，早川雅晴，

安藤則夫　植草学園短期大学紀要　第 22 号　pp.13-20　 2021 年 3 月 31 日

 B 3  �植草学園大学におけるピア・サポート活動の実践と課題 : 拠点的地域連携モデルの構築�学内共同

研究第 2 次研究成果報告書（共著）．栗原ひとみ，金子功一，古川繁子　pp.1-99　2020 年 3 月 31 日

　川口　由起子
 B 1  �大学生アスリートにおけるアディクションの実態－体育系・非体育系大学生の比較－（共著）． 

新井清美，森田展彰，川口由起子，水上勝義　日本社会精神医学会雑誌　第 29 巻 3 号　pp.223-
233　2020 年 8 月 25 日

　北田　沙也加
 B 1  �保育現場と地域ボランティアをつなぐ講習の効果の検討－保育所との連携・協働を行う高齢者団体

へのアンケート結果より－（共著）．實川慎子，北田沙也加，栗原ひとみ　2019 年度植草学園大学研

究ブランディング事業研究成果第 3 次報告書（研究代表　栗原ひとみ）　pp.51-55　2020 年 3 月 31 日

　栗原　ひとみ
 B 1  �植草学園大学におけるピア・サポート活動の実践と課題～拠点的地域連携モデルの構築～学内共 

同研究第 2 次研究成果報告書（共著）．栗原ひとみ，古川繁子，金子功一　pp.1-99　2020 年 3 月

31 日

	 B 2  �保育現場と地域ボランティアをつなぐ講習の効果の検討－保育所との連携・協働を行う高齢者団体

へのアンケート結果より－（共著）．實川慎子，北田沙也加，栗原ひとみ　2019 年度植草学園大学研

究ブランディング事業研究成果第 3 次報告書（研究代表　栗原ひとみ）　pp.51-55　2020 年 3 月 31 日

 B 3  �学生が体験的に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学ぶための多様性のある授業の意義 Ⅰ

（共著）．植草一世，金子功一，栗原ひとみ，園川緑，堀彰人，松原敬子，山本邦晴，安藤則夫　植

草学園短期大学紀要　第 21 号　pp.37-44　2020 年 3 月 31 日

 B 4  �学生が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学ぶためのビオトープ活用の意義：附属園のビ

オトープ作り．植草一世 , 金子功一，横田耕明，植草泰憲，松原敬子，栗原ひとみ，早川雅晴，安

藤則夫　植草学園短期大学紀要　第 22 号　pp.13-20　 2021 年 3 月 31 日

　實川　慎子
 B 1  �保育現場と地域ボランティアをつなぐ講習の効果の検討－保育所との連携・協働を行う高齢者団体

へのアンケート結果より－（共著）．實川慎子，北田沙也加，栗原ひとみ　2019 年度植草学園大学研

究ブランディング事業研究成果第 3 次報告書（研究代表　栗原ひとみ）　pp.51-55　2020 年 3 月 31 日

　鈴木　瑛貴
 B 1  �多様な動きを引き出す創造的な身体表現における新人保育者の意識－新人保育者 3 名への PAC 分

析を通して－（単著）．鈴木瑛貴　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公務員支援センター年

報　第 1 号　pp.3-12　2020 年 8 月 31 日



－ 69 －

　戸丸　俊文
 B 1  �主体的・対話的で深い学びを目指す国語科の学習指導－小学校国語科における発問構成の工夫を通

して－（共著）．戸丸俊文，松浦俊介　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公務員支援センター

年報　第 1 号　pp.13-21　2020 年 8 月 31 日

　名古屋　恒彦
 A 1  �特別なニーズ教育の基礎と方法（共著）．植草学園大学・短期大学　特別なニーズ教育研究グルー

プ編　渡邊章，名古屋恒彦他　ジアース教育新社　pp.25-26，pp.32-34，pp.44-49，pp.82-88　2021

年 2 月 28 日

 B 1  �作業学習の本質と今後の展望～本物の働く生活を生徒主体に～（単著）．名古屋恒彦　特別支援教

育研究　第 754 号　pp.7-11　2020 年 6 月 1 日

　野澤　和弘
 A 1  わたしの身体はままならない（共著）．野澤和弘，熊谷晋一郎他　河出書房新社　2020 年 8 月 30 日

　長谷川　修治
 B 1  �小学生用デジタル教材による個別学習で成人のリスニング力は向上するか－現職教員の英語力向上

を視野に入れて－（共著）．長谷川修治，安藤則夫　植草学園大学研究紀要　第 13 巻　pp. 27-38　
2021 年 3 月 31 日

 B 2  �中学高校での英語教育で英語が習得出来ない訳 ― 学生の性格型から英語教育を考える ―（共著）．

安藤則夫，長谷川修治　植草学園大学研究紀要　第 13 巻　pp. 5-16　2021 年 3 月 31 日

　馬場　彩果
 B 1  �教員養成課程における ICT を活用した授業の実践－植草学園大学・体育科指導法における実践例

－（共著）．遠藤隆志，馬場彩果他　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公務員支援センター

年報　第 1 号　pp.39-47　2020 年 8 月 31 日

 B 2  �初等家庭科教育通論における ICT 活用の実践報告（単著）．馬場彩果　植草学園大学・植草学園短

期大学教職・公務員支援センター年報　第 1 号　pp.57-62　2020 年 8 月 31 日

 B 3   2019 年度小学校教育実習事前事後指導授業報告（単著）．馬場彩果　植草学園大学・植草学園短期

大学教職・公務員支援センター年報　第 1 号　pp.63-69　2020 年 8 月 31 日

　早川　雅晴
 B 1   2020 年までの「植草共生の森」の整備状況及び活動報告（単著）．早川雅晴　植草学園大学研究紀

要　Vol.13　pp.39-50　2021 年 3 月 31 日

 B 2  �学生が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学ぶためのビオトープ活用の意義－附属園のビ

オトープ作り－（共著）．植草一世，金子功一，横田耕明，植草泰憲，松原敬子，栗原ひとみ，早

川雅晴，安藤則夫　植草学園短期大学紀要　第 22 号　pp.13-20　2021 年 3 月 31 日

　広瀬　由紀
 A 1   気になる子、障がいのある子、すべての子が輝くインクルーシブ保育（編著）．広瀬由紀，太田俊

己　学研教育みらい　2020 年 3 月 31 日

 A 2   これからの時代の保育者養成・実習ガイド（分担）．大豆生田啓友，渋谷行成，鈴木美枝子，田澤
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里喜編著　広瀬由紀他　中央法規出版　pp.22-23　pp.26-27　pp.69　pp.73-75　2020 年 12 月 20 日

 A 3   特別なニーズ教育の基礎と方法（共著）.　植草学園大学・短期大学　特別なニーズ教育研究グルー

プ編　渡邊章，名古屋恒彦，広瀬由紀他　ジアース教育新社　pp.52-54　2021 年 2 月 18 日

 B 1   令和元年度　文部科学省委託「幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究」　特別な

配慮を必要とする幼児を含む教育・保育の実践課題に関する実態調査（分担）．広瀬由紀他　関東

学院大学　pp.52-54　pp.63-65　2020 年 3 月 31 日

 B 2   どの子にもある　とびきり幸せな未来のために－郡山市私立幼稚園・こども園連合会幼児教育セ

ンター「発達支援に係わる研究検討委員会からの提言」－（共著）．広瀬由紀他　郡山市私立幼稚園・

こども園連合会幼児教育センター　pp.8-12　2020 年 11 月

 B 3   対人面に配慮を要する子と周囲の子との関わりの変容過程－特性も踏まえた上で仲間として互い

に無理なく過ごせるまで－（共著）．広瀬由紀，岩田美保　保育学研究　第 58 巻 2・3 合併号　pp. 
105-117　2020 年 12 月

　村上　悦子
 B 1   調査研究「総合的な学習の時間の指導法」の経緯とこれから求められること（単著）．村上悦子　

植草学園大学・植草学園短期大学　教職・公務員支援センター年報　第１号　pp.22-28　2020 年 8

月 31 日

　森高　光広
 B 1   実践事例報告「学生とともに学ぶ実践－教育現場での造形、図画工作授業実践等から－」（単著）．

森高光広　植草学園大学・植草学園短期大学教職・公務員支援センター年報　第 1 号　pp.31-38　
2020 年 8 月 31 日

 B 2   研究ノート「幼保課程の授業での主体的な学びの育成～遠隔による授業の試みについて」（単著）．

森高光広　大学造形美術研究　20 号　4頁　2021 年 3 月 30 日

 C 1   千葉県立美術館こども向けワークショップ講師「美術館ですてきな色を見つけて絵を描こう」千

葉県立美術館アトリエ　2020 年 12 月 5 日

 C 2   千城台南小学校閉校記念行事壁画制作　全体指導　2021 年 2 月 18，22 日

　山田　千愛
 B 1   1・2 歳児の反抗・自己主張における養育者の対応と意識－多声的エスノグラフィーの手法を参照

した語りの分析－（共著）．山田千愛，砂上史子　保育学研究　第 58 巻第１号　pp.43-55　2020 年

8 月 31 日

 B 2   領域「環境」の学問的背景の探求－保育者養成校テキスト、学術論文等における「数量・図形と

生物」を対象にした分析－（共著）．佐藤佐藤有香，石田淳也，宇野民幸， 砂上史子，関容子，中

田範子，平澤順子，松嵜洋子，山下文一，山田千愛　乳幼児教育・保育者養成研究　第１号　pp．
3-12　2020 年 11 月 20 日

　渡邉　章
 A 1   特別なニーズ教育の基礎と方法（共著）.　植草学園大学・短期大学　特別なニーズ教育研究グルー

プ編　渡邊章，名古屋恒彦他　ジアース教育新社　pp.8-16，pp.18-19，pp.27-31，p.41，pp.75-81，
pp.105-106　2021 年 2 月 18 日
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保健医療学部
　池田　恭敏
 B 1   ドライブレコーダーを活用した参加型高齢ドライバー安全運転教育の効果（共著）．池田恭敏，福

澤恵，白石英樹，髙崎友香，芦田ちえみ，高草木祐也　2018 年度ジェロントロジー研究報告 第 14

巻　pp.37-46　2020 年 10 月 31 日

 C 1   令和 2 年度茨城県高次脳機能障害者自動車再運転支援連絡・研究会（講師）．オンライン　2020 年

10 月 22 日・11 月 27 日・2021 年 1 月 27 日・3 月 18 日

 C 2   令和 2 年度茨城県地域リハビリテーションアドバイザー養成事業「障害者・高齢者の自動車運転」（講

師）．オンライン　2021 年 3 月 11 日

　大塚　栄子
 C 1   日本発達障害学会 第 55 回研究大会 実行委員会企画ワールドカフェ「子ども主体ってなんだろう？」

（話題提供者）．オンライン　2020 年 12 月 27 日

　窪谷　珠江
 B 1   本学における防災・減災教育の取り組み（その 8）－災害・緊急時の専門力・人間力の育成－（共著）．

布施千草，根本曜子，清宮宏臣，山田美知代，窪谷珠江，平井敏一，藤田孝明，山口温子　植草学

園短期大学紀要 第 21 巻　pp.25-36　2020 年 3 月 31 日

 B 2   災害時における要配慮者への支援の在り方－福祉・医療職養成機関における福祉避難所運営訓練

を通して－（共著）．布施千草，清宮宏臣，根本曜子，山田美知代，窪谷珠江，平井敏一，藤田孝明，

山口温子　まちと暮らし研究 31 号　pp.78-93　2020 年 6 月 30 日

　桑名　俊一
 A 1   トートラ 人体解剖生理学 原書 11 版（分担翻訳）．佐伯由香，細谷安彦，高橋研一，桑木共之編訳 

桑名俊一　CHAPTER18 呼吸器系　丸善出版株式会社　pp.461-488　2020 年 8 月 30 日

　館岡　周平
 B 1   在宅高齢者が健康支援を目的とした Web アプリケーションを利活用するために必要な要素（共

著）．館岡周平，谷口敬道，杉原素子，平野大輔　国際医療福祉大学学会誌 第 26 巻 1 号　pp.55-69

　2021 年 3 月

 B 2   リハビリテーション専門職の臨床実習に関する論文の表題に使用されている語句からみる研究の

特徴（単著）．館岡周平　リハビリテーション教育研究 第 27 号　pp.122-123　2021 年 3 月

 B 3   高齢者が Web アプリケーションを利活用して介護予防に関する講義の閲覧や運動に取り組むため

に必要な要素（単著）．館岡周平　日本遠隔医療学会雑誌 第 16 巻 2 号　pp.148-151　2020 年 12 月

15 日

　千田　直人
 C 1   NPO 法人 多機能型事業所ぷれも 職員研修会「作業療法の視点で捉える発達障害の特徴的な行為の
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